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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式がないので記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 6,535 △5.3 358 △34.7 358 18.4
21年3月期第1四半期 6,902 ― 548 ― 302 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 2.76 ―
21年3月期第1四半期 2.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 1,162,286 26,591 2.2 203.96
21年3月期 1,141,280 31,428 2.7 185.49

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  26,456百万円 21年3月期  31,306百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00
22年3月期 ―
22年3月期 

（予想）
1.00 ― 1.00 2.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間 13,000 △6.9 420 ― 440 ― 3.39

通期 27,000 △10.3 1,200 ― 1,300 ― 10.02
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４. その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の実績等は、業績の
変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 129,714,282株 21年3月期  129,714,282株
② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  3,787株 21年3月期  3,302株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 129,710,831株 21年3月期第1四半期 103,333,048株
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年秋口以降の金融市場の混乱、およびその後の世

界的な景気後退の影響を受け、引き続き低調な展開となりました。 

山形県内経済におきましては、景気の後退の影響のみならず、従前からの厳しい経済環境に変化はない

ものの、定額給付金の支給やエコカー減税、公共事業の前倒し執行等、政府の景気対策の実施により、若

干ながらも消費マインドが戻りつつあり、県内経済への好影響が期待されております。 

このような経済環境のもと、当行は、昨年度までに銀行合併後の店舗統廃合や人員の再配置等の経営効

率化をほぼ完了し、地域金融機関としてお客様のご期待に応えるべく、地域経済の活性化に向け全力で取

り組んでいるところであります。 

そのような中、当第１四半期連結会計期間の損益は、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、貸出金利息等の資金運用収益の減少により前年同四半期比３億67百万円減少し65億35百万

円となりました。 

一方、経常費用は、預金利息等の資金調達費用や営業経費等の減少により前年同四半期比１億77百万円

減少し61億77百万円となりました。 

その結果、経常利益は、前年同四半期比１億90百万円減少し３億58百万円となりました。 

また、四半期純利益は、経常利益は減少したものの営業店舗の減損損失費用等の計上額が減少したこと

により前年同四半期比56百万円増加し３億58百万円となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、以下のとおりとなりました。 

総資産につきましては、貸出金は減少しましたが、有価証券等が増加しました結果、前連結会計年度末

比210億６百万円増加し１兆1,622億86百万円となりました。 

負債につきましては、預金等が増加しました結果、前連結会計年度末比258億43百万円増加し１兆1,356

億94百万円となりました。 

純資産につきましては、保有有価証券の評価差額金は改善しましたが、第Ⅱ種優先株式(交付価額修正

条項付取得請求権付優先株式)7,000,000株の全部について買入消却を実施したことにより資本剰余金が減

少したことから、前連結会計年度末比48億37百万円減少し265億91百万円となりました。 

  

平成22年３月期の連結業績予想(平成21年４月１日～平成22年３月31日)につきましては、連結経常収益

270億円、連結経常利益12億円、連結当期純利益13億円を見込んでおり、平成21年５月13日に公表いたし

ました数値から変更はありません。 
  
  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 

 ① 減価償却費の算定方法 

定率法を採用している有形固定資産については、年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法

により算定しております。 

 ② 貸倒引当金の計上方法 

「破綻先」、「実質破綻先」に係る債権等及び「破綻懸念先」で個別の予想損失額を引き当てて

いる債権等以外の債権に対する貸倒引当金につきましては、前連結会計年度の予想損失率をもとに

必要に応じて合理的な見直しを行った引当率を適用して計上しております。 

 ③ 税金費用の計算 

法人税等につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりますが、納付税額の算出に

係る加減算項目及び税額控除項目は、重要性の高い項目に限定して適用しております。 

 ④ 繰延税金資産の回収可能性の判断 

繰延税金資産の回収可能性の判断につきましては、年度決算と同様の方法により行っております

が、重要な変動がないと認められる前提条件については、前連結会計年度末における前提条件を適

用しております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

現金預け金 39,454 44,395

コールローン及び買入手形 25,000 10,000

商品有価証券 228 227

有価証券 223,087 202,341

貸出金 849,392 858,863

外国為替 613 661

その他資産 10,326 9,723

有形固定資産 19,073 19,110

無形固定資産 2,456 2,623

繰延税金資産 5,073 5,089

支払承諾見返 9,616 9,970

貸倒引当金 △22,024 △21,712

投資損失引当金 △13 △13

資産の部合計 1,162,286 1,141,280

負債の部   

預金 1,099,826 1,071,549

譲渡性預金 － 2,100

コールマネー及び売渡手形 96 98

外国為替 28 12

社債 12,000 12,000

その他負債 6,941 6,808

退職給付引当金 3,449 3,542

役員退職慰労引当金 272 266

利息返還損失引当金 16 16

睡眠預金払戻損失引当金 397 428

繰延税金負債 20 10

再評価に係る繰延税金負債 2,895 2,895

負ののれん 133 152

支払承諾 9,616 9,970

負債の部合計 1,135,694 1,109,851

純資産の部   

資本金 7,700 7,700

資本剰余金 12,986 21,750

利益剰余金 3,891 3,663

自己株式 △0 △0

株主資本合計 24,577 33,113

その他有価証券評価差額金 △2,173 △5,858

繰延ヘッジ損益 △10 △11

土地再評価差額金 4,063 4,063

評価・換算差額等合計 1,878 △1,806

少数株主持分 135 122

純資産の部合計 26,591 31,428

負債及び純資産の部合計 1,162,286 1,141,280
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

経常収益 6,902 6,535

資金運用収益 5,941 5,530

（うち貸出金利息） 5,157 4,967

（うち有価証券利息配当金） 733 549

役務取引等収益 816 825

その他業務収益 60 86

その他経常収益 83 92

経常費用 6,354 6,177

資金調達費用 1,016 791

（うち預金利息） 893 699

役務取引等費用 415 434

その他業務費用 95 14

営業経費 4,506 4,334

その他経常費用 320 602

経常利益 548 358

特別利益 60 47

固定資産処分益 0 8

償却債権取立益 59 38

その他の特別利益 0 0

特別損失 451 1

固定資産処分損 23 1

過年度減損損失 427 －

その他の特別損失 0 －

税金等調整前四半期純利益 158 403

法人税、住民税及び事業税 15 22

法人税等調整額 △163 15

法人税等合計  38

少数株主利益 3 6

四半期純利益 302 358
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 158 403

減価償却費 384 359

減損損失 427 －

のれん償却額 △0 △18

持分法による投資損益（△は益） △19 △14

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9 312

投資損失引当金の増減額（△は減少） 0 △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △1,100 △93

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △53 6

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） － △31

資金運用収益 △5,941 △5,530

資金調達費用 1,016 791

有価証券関係損益（△） 186 4

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △0 －

為替差損益（△は益） △33 34

固定資産処分損益（△は益） 22 △7

貸出金の純増（△）減 △3,919 9,478

預金の純増減（△） 36,449 28,277

譲渡性預金の純増減（△） 800 △2,100

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △2,601 △1,479

コールローン等の純増（△）減 △7,000 △15,000

コールマネー等の純増減（△） △995 △2

外国為替（資産）の純増（△）減 △180 47

外国為替（負債）の純増減（△） 0 16

資金運用による収入 6,821 5,228

資金調達による支出 △511 △963

その他 △827 △413

小計 23,093 19,306

法人税等の支払額 △37 △34

営業活動によるキャッシュ・フロー 23,056 19,272

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △41,711 △41,271

有価証券の売却による収入 13,056 19,791

有価証券の償還による収入 2,530 4,808

有形固定資産の取得による支出 － △122

有形固定資産の売却による収入 15 8

無形固定資産の取得による支出 △101 △13

無形固定資産の売却による収入 88 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,122 △16,799
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 － △129

自己株式の取得による支出 － △8,764

自己株式の処分による収入 － 0

財務活動によるキャッシュ・フロー － △8,893

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,066 △6,420

現金及び現金同等物の期首残高 29,672 42,743

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,606 36,322
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当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

連結会社は銀行業以外に一部で事務委託等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメン

トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

連結会社は銀行業以外に一部で事務委託等の事業を営んでおりますが、それらの事業の全セグメン

トに占める割合が僅少であるため、事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が100％のため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

全セグメントの経常収益の合計額に占める本邦の割合が100％のため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。 

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

国際業務経常収益が連結経常収益の10％未満のため、国際業務経常収益の記載を省略しておりま

す。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【国際業務経常収益】
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当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

(単位：百万円) 

 
(注) 当行は、平成21年５月13日開催の取締役会において、平成20年10月１日付で合同会社ジェイ・シー・シーに割

り当てた第Ⅱ種優先株式(交付価額修正条項付取得請求権付優先株式)7,000,000株の全部について、下記のとお

り取得及び消却を行うことを決議し実施いたしました。 

(1) 株式を取得するのと引換えに交付する金銭等の総額  8,764,000,000円 

(2) 取得及び消却の時期  平成21年５月15日 

  

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

前連結会計年度末残高 7,700 21,750 3,663 △0 33,113

当第１四半期連結会計期間末までの変

動額(累計)

剰余金の配当 ─ ─ △129 ─ △129

四半期純利益(累計) ─ ─ 358 ─ 358

自己株式の取得 (注) ─ ─ ─ △8,764 △8,764

自己株式の処分 ─ △0 ─ 0 0

自己株式の消却 (注) ─ △8,764 ─ 8,764 ─

当第１四半期連結会計期間末までの変

動額(累計)合計
─ △8,764 228 △0 △8,535

当第１四半期連結会計期間末残高 7,700 12,986 3,891 △0 24,577
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(参考)　平成22年３月期　第１四半期決算説明資料

 平成22年３月期第１四半期(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)における四半期情報についてお知らせします。

 １．損益の状況【単体】

  当第１四半期の損益状況は、経常収益は、資金運用収益や役務取引等収益等の減少により前年同四半期比

  ４億９１百万円減少し６３億５６百万円となりました。経常利益は、経営の効率化による経費の減少要因

  がありましたが、経常収益の減少により前年同四半期比２億１９百万円減少し３億７百万円となりました。

　四半期純利益は、経常利益は減少したものの営業店舗の減損損失費用等の計上額が減少したことにより前

  年同四半期比５２百万円増加し３億３５百万円となりました。

  また、銀行本来の収益力を表すコア業務純益は、前年同四半期比１億４２百万円減少し１０億４４百万円

  となりました。

(単位：百万円)

△ 4

△ 360

△ 219

436

218

△ 96

△ 23

52

361

△ 213

△ 82

△ 195

△ 74

102

142

1

△ 142 5,325

1,774

2,152

283

△ 100

△ 467

526

△ 391

135

15

9

141

△ 21

340

33

86

1,524

△ 4,598

△ 1,647

△ 163 168

税 引 前 四 半 期 純 利 益 353

特 別 損 益

四 半 期 純 利 益 335

法 人 税 等 調 整 額

11法 人 税 住 民 税 及 び 事 業 税

5

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

45

307

⑤ 不 良 債 権 処 理 損 失 額

④

△ 381

△ 67

△ 18

367

(④＋⑤)貸 倒 償 却 引 当 費 用

株 式 等 関 係 損 益

③ 業務純益 (一般貸倒繰入 前 )

税 金

臨 時 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益 (③－②)

1,700

3,956

人 件 費

物 件 費 2,056

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 ( △ 除 く 臨 時 処 理 分 )

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 )②

△ 193

△ 3365,001

5,063 5,256

5,337

67

286

61

4,922

△ 81

368

△ 35

(３か月間)

資 金 利 益

① 業 務 粗 利 益

コ ア 業 務 粗 利 益 (①－②)

4,709

経 常 収 益 6,356

(A)

△ 4916,847

(B)  (A)－(B)

200

1,484

△ 957△ 816

223

349

1,106

1,044 1,186

△ 379

388

1,124

1,105

4,151

27,683

20,190

21,720

19,884

1,768

△ 1,462

△ 1,530

16,395

(３か月間) (12か月間)

第１四半期 第１四半期 平成21年３月期
増　減

平成21年３月期平成22年３月期 (参考) 前期

7,116

8,445

834

3,795

△ 1,866

5,661

△ 9,637

3,391

△ 3,976

△ 576

△ 4,552

62

△ 14

△ 4,600
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 ２．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示【単体】

当第１四半期末の金融再生法開示債権額は、前年同四半期比１７２億５３百万円減少し、５６７億２百

万円となりました。また、総与信残高に占める金融再生法開示債権比率は、前年同四半期比１．８８ポ

イント減少し、６．５４％となりました。

(単位：百万円)

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

３．時価のある有価証券の評価差額【単体】

　当第１四半期末のその他有価証券の評価差額は、２１億９２百万円の評価損となりました。

(単位：百万円) (参考) (単位：百万円)

その他有価証券

(注)１．各四半期末の「評価差額」及び「含み損益」は、それぞれ各四半期末時点の帳簿価額と時価との差額を計上

　　　しております。

 　 ２．平成21年６月末及び平成21年３月末の変動利付国債については、「金融資産の時価の算定に関する実務上の

　　　取扱い」(企業会計基準委員会実務対応報告第25号平成20年10月28日)が公表されたことに伴い、合理的な見積

　　　りに基づき算定された価額により評価しております。

　　３．満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。なお、子会社・関連会社株式で時価のある

　　　ものはありません。

(単位：百万円) (参考) (単位：百万円)

20年６月末比 21年３月末比

1,176 208

810,185 804,050 818,254

総 与 信 残 高 866,887 878,005 876,706

正 常 債 権 6,135

△ 11,118

56,702 73,955 58,451開 示 債 権 合 計 △ 17,253 △ 1,749

要 管 理 債 権 3,939 14,925 3,883△ 10,986 56

満期保有目的
の債券

12,887 150 △    201 11,869 48 △    218 266 351 19,564 58 △    130 189 

うち損

帳簿 含み損益

価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損 価額 うち益

帳簿 含み損益 帳簿 含み損益

平成21年６月末 平成20年６月末 平成21年３月末

24,228 1,735 △  6 1,741 

総 与 信 残 高 比 6.54%

146,627 1,347 △  178 1,525 

7,479 2,830 2,787 △  

5,869 △  228 6,097 200,218 2,192 △ 1,986 

うち損

4,179 213,136 12,921 △  181 13,103 178,335 

時価 評価差額 時価 評価差額 時価 評価差額

平成21年３月末平成21年６月末

平成21年６月末 平成20年６月末 平成21年３月末

破 産 更 生 債 権 及 び
こ れ ら に 準 ず る 債権

11,552 10,376 11,344

△ 7,442 △ 2,013

株式

債券

その他

43 

うち益 うち損 うち益 うち損

平成20年６月末

△ 8,069

△ 9,819

8.42% 6.66%△ 1.88 △ 0.12

8,579 1,560 △ 652 3,325 

43,223

161 932 

11,063 3,186 △ 138 2,213 

8,941 156,090 

危 険 債 権 41,210

うち益

770 180,101 8,920 △ 21 

48,652

836 35,548 793 △   401 1,195 21,971 814 △   21 
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４．デリバティブ取引【単体】

 デリバティブ取引は、お客様のご要望にお応えするために取り組むものなどが中心で、投機性の高い

 取引は行っておりません。

(1) 金利関連取引 該当ありません。

(2) 通貨関連取引

(単位：百万円) (参考) (単位：百万円)

(3) 株式関連取引 該当ありません。

(4) 債券関連取引 該当ありません。

(5) 商品関連取引 該当ありません。

(6) クレジット・デリバティブ取引 該当ありません。

５．中小企業等貸出金【単体】

積極的な取り組みにより地元中小企業への支援を強化しておりますが、世界的な景気後退の影響を

受けた県内景気の低迷により漸減いたしました。

(単位：百万円)

 中小企業等貸出金比率
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ

 中小企業等貸出金残高

(注) 平成21年６月末より、日本産業分類の改訂(平成19年11月)に伴い、企業規模区分の見直しを行っております。

　 (平成21年３月末以前は、改訂前の区分)

24

--

-

-

31

-

-

-

-

-

115

-

-

-

0

-

-

0

-

-

-

-

-

-

合 計

- -

-

0

-

00

-

金

融

商

品

取

引

所
通貨先物

店

頭

通貨ｽﾜｯﾌﾟ

為替予約

通貨ｵﾌﾟｼｮﾝ

評価損益

区
分

種 類
平成21年６月末

契約額等 時価 評価損益

-

0

-

平成20年６月末

契約額等 時価 評価損益

平成21年３月末

契約額等 時価

00 0

703,281 △ 35,985 △ 26,323 739,266

85.14

729,604

平成21年６月末 平成20年６月末 平成21年３月末
20年６月末比 21年３月末比

82.98 △ 3.36 △ 2.16 86.34
ﾎﾟｲ

ﾝﾄ
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６．預金等・貸出金残高【単体】

　 当第１四半期末の預金等残高は、個人預金等の減少により、前年同四半期比２６８億８７百万円

   減少し、１兆１，００２億４７百万円となりました。

   また、当第１四半期末の貸出金残高は、一般貸出や消費者ローンの減少により、前年同四半期比

　 ８６億７１百万円減少し、８，４７５億１３百万円となりました。

(単位：百万円)

 預金等

 うち個人預金

 貸出金

 うち消費者ローン

(注)１．預金等には、譲渡性預金を含んでおります。

　　２．平成21年６月末より、日本産業分類の改訂(平成19年11月)に伴い、従来の個人向け貸出の一部を、一般

　　　貸出に区分変更を行っております。(平成21年３月末以前は、改訂前の区分)

７．預かり資産残高【単体】

　 お客様のニーズの多様化に対応し、投資信託、個人年金保険等の販売に積極的に取り組んでまい

　 りました結果、当第１四半期末の預かり資産残高は、以下のとおりとなりました。

 　個人年金保険は、前年同四半期比１５３億３４百万円、公共債（国債等）は、前年同四半期比７

　 億２４百万円それぞれ増加いたしましたが、投資信託は、株式相場の影響を受け、投資信託の時

　 価の下落により、前年同四半期比２６７億３１百万円減少したことから、預かり資産残高合計で、

　 前年同四半期比１０６億７４百万円減少し、１，５９８億６２百万円となりました。

(単位：百万円)

 投資信託

 公共債 (国債等)

 個人年金保険

 合　計

11,062

88,853

153,493

98

6,369 170,536159,862

90,298

11,160 724

53,576

平成21年３月末
21年３月末比

1,445

4,82758,403 △ 26,731

△ 10,674

15,334

平成21年６月末
20年６月末比

74,964

10,436

85,134

平成20年６月末

238,015

847,513 △ 8,671 △ 9,427 856,184

840,523 △ 19,145 3,049 859,668

1,100,247 △ 26,887 26,214 1,127,134

20年６月末比 21年３月末比

837,474

856,940

241,106

平成21年６月末 平成20年６月末 平成21年３月末

1,074,033

233,481 △ 4,534 △ 7,625
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